	「夏休み！親子でジャブジャブ川あそび隊」（川の自然体験教室）　全　体　概　要

	目　的
	川を楽しみ、川のあそびや川の面白さを体験し、安全な川へのふれあいを学び、川の自然を通じてたくましい子どもを育てることを目的とする。
	ねらい


	●川の自然の理解と大切さを五感で感じてもらう体験を行うとともに、川の安全な楽しみ方を学ぶ。

	参加者
	小学生４～中学生３年生とその親　２０名
	月　日
	８月１日（日）１０時００分～１４時００分
	所要時間４時間

	リーダー
	○○さん
	副リーダー
	○○さん
	会計：○○さん
	川遊び：○○さん
	カヌー：○○さん
	自然：○○さん
	川魚：○○さん

	実施場所
	　石狩川の川原
	外部講師名前（外部講師を依頼する場合）：

	活　動　の　内　容（大枠の活動内容と流れをつかむ）

	体験学習の内容（川の安全知識、川の自然、川の楽しさを学ぶ）

　・川の安全知識（事前準備、服装、危険を発見、川のマナー、天気予報など）
　・川の自然（自然観察会）
　・川遊び（川に浮いて流れてみよう、川底をペットボトルの水中眼鏡を作ってのぞいてみよう）
現地集合時間（スタッフ、現地下見班、安全エリア設定、会場設営）　７時３０分
受付9時３０分（市役所東玄関）
・グループを２班に分ける（主催者であらかじめ決めておく。）・・参加者名簿を渡す。

　　　　堀下・石川（バス添乗員を兼ねる）受付し、欠席者への連絡確認、本日の体調の確認。
（移動時間３０分）
①開会式（所要時間１０分）

　（開会式、本日の学習のポイントの説明）

　・開会式

会長挨拶
来賓挨拶　来賓紹介
参加者代表　挨拶
　　　　安全指導（学習エリアの説明、危険箇所及び行為の説明）
　　　　川の観察マナー
②導入（所要時間１０分）

　・オリエンテーション（スケジュール説明、スタッフ紹介）
　・ストレッチ体操
　・アイスブレイク
　　・ＰＦＤの装着と装着の点検、ネーム引渡し（参加者全員）
③展開（所要時間１２０分）

ア　川の自然（自然観察会）（所要時間５０分）
　　・２つのグループごとに川と「野鳥・野草」と「川と水生生物」を観察する。
　　・観察の実施にあたっての説明をする。

・グループごとに必要な用具を渡す。

　　・生息場所の状況や採取した魚や生物を観察する。
・観察が終了したら生物を元の場所に戻し、形状を変更した場所は元に戻す（観察マナー）
・グループごとに発表を行う。（簡単な感想程度）
【休憩（10分）】・・・移動・トイレを兼ね。

イ　川遊び・・・・（参加者全員で行うが、川に浮く体験は希望者だけとする。）（所要時間60分）
　　　「カヌー」と「川遊び（水に浮く。見る）」のグループに分かれる。

　　・準備（ＰＦＤ、ウェットスーツの着用、ヘルメット）
・ペットボトルで水中眼鏡を作る。・・・参加者に事前に作成を依頼する。
　　・ペットボトルで水中を覗いて見る。

　　・ＰＦＤとヘルメットなど装備を装着し、川に浮いてみる。（水温と天候による）
　　　（※全員入るのではなく、親の了承が得られた子どものみ、事前に入るかどうかを確認する。）
ウ　昼食（準備）（所要時間６０分）
　　・火起こし（川原の石を集めて）・・・・・体験中に事前に準備
　　・焼く（川魚、芋など）・・・
　　・食べる。
エ　イのグループ交代（所要時間６０分）
ふりかえり（所要時間１０分）

　　観察会や川遊びの感想を発表する。・・・ひとりひとり（親子ともに）

	担当者を決る。

（どんな役割があるのか、誰がやるのか）


	子どもたちへの学習のポイントと安全のための指導のポイント

	
	事前準備
1 PTA、教育委員会の説明及び協力願いの担当

（　　　　　　）
2 参加者募集パンフレット作成担当
（　　　　　　）
3 開会式司会担当

（　　　　　　）
4 開会式オリエンテーション担当

（　　　　　　）
5 開会式安全担当

（　　　　　　）
6 総　　　　括
（　　　　　　）
7 自然観察講師

（　　　　　　）
8 川遊び講師
（　　　　　　）
・カヌー　
（　　　　　　）
・カヌー運搬班
（　　　　　　）
・川に浮く。

（　　　　　　）
9 昼食担当

（　　　　　　）
10 施設設営担当

（　　　　　　）
11 レスキュー隊
スポッター・バックアップ２
（　　　　　　）
12 救護担当

（　　　　　　）
　　救護準備
（　　　　　　）
13 写真・ビデオ担当

（　　　　　　）
⑭渉外

（　　　　　　）
14 用具担当

（　　　　　　）


	子どものための自然観察マニュアルを参照し実施する。
親子参加を条件とする。
①開会式
川に興味を持たせる

緊張を解きほぐし、楽しい雰囲気づくりに努める。

②導入

川の安全と観察マナーを伝える。

参加者同士の親近感を育てる。

③展開

プログラムごとに

川の魅力を満喫して、遊びを通じて川を知ってもらう。



	事前準備
（担当を決め、いつまでにやれば間に合うのか事前確認必要）
	（材料、用具手配、人員手配、車両、テキストなど）
・参加者応募方法（参加負担金（昼食保険料等））
・事前の下見を実施し、場所と自然を調査する。
・開会式の来賓の手配

・水中生物捕獲用の（すくい網、バケツ、コップ）
・昆虫の採取（トンボ網、虫かご）

・野鳥の日本野鳥会からレンタル

・動物、植物図鑑の購入必要かどうか。
・水生生物図鑑（学研）の購入が必要かどうか。
・学習エリア設定の目印（リボンやテープ）
　鉄筋（１ｍ１０本、ハンマー、リボン）
・救護の用の救急セット
　（絆創膏、包帯、消毒薬、虫刺され）

・救急病院の確認と消防へ位置アクセス路通知
・レスキュー隊の応援
・観察用紙の作成が必要かどうか。
・昼食準備（食材、木炭、ゴミ袋、網）

・ライフジャケット、ヘルメットなど
・ペットボトル（参加者持参）
確認が必要な事項及び準備が必要な事項。

1 実施当日の天候を調べる。（雨天の場合の順延の問合せ先を参加者及び当日者にどう伝えるのかを決めておく）

2 グループ分けと用具の準備

3 観察エリアを決め、スタッフの配置や安全対策を考える。

4 観察エリアの自然を事前に調べておく。（自然の大切さ）

（川の大きさ、動植物、水質など）

1 河川の天候（水位、気温、水温を把握）

2 観察エリアでの注意事項を伝える。

・笛の合図の確認、統括講師（情報を集める）

1 グループごとに用具を渡す。観察の仕方を教える。

（子ども⇒観察し記録を取る。）


	参加者の準備
	（服装、持ち物、履き物など）
服　装（動きやすく、保温性、帽子）
持ち物（タオル、水着）
履　物（濡れても良い靴、サンダルは避ける）
着替え

その他（　　　　　　　　　　　　　　）

昼食（おにぎり等）・飲み物
	施設の準備（椅子、机、テントなど）
会場（ハンドマイク、学習エリアの設定）

簡易トイレの確認
（着替え用テント）
個人テント　2張

個人装備品

（ヘルメット・ライフジャケット・ウエットスーツ）

カヌー

　カナディアンカヌー2艇

パドル４本予備2本
（加えてレスキュー用カナディアン２艇）

	「夏休み！親子でジャブジャブ川あそび隊」（川の自然体験教室）　　カヌー担当詳細

	実施場所
	　石狩川の川原（決定事項）
	

	詳細な学習プログラム

	導　　　　　入　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　　　　施　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふりかえり
	活動の展開・進め方の流れ
	指導のポイント・留意事項・安全上の注意事項

	
	導入⇒展開⇒まとめ⇒ふりかえり
（上記をより具体的に書き表す）

○事前準備

（打合せ事項、必要用具）
○カナディアンカヌーの手配　４艇　（手造りカヌー　Ｈ１５）
　・パドル１０本（うち2本は個人の持ち寄り）
　・カヌー搬送（　　　　のトラック）椅子６・机２（　　　のトラック）を運搬。　担当（　　　　　　　　　　　　　）共同で積込と降し作業。
場所：北電公園　公園管理事務所　集合７時30分
○ウェットスーツ、ヘルメット、ライフジャケット
　　　　　参加者分　　　　　（上記車両に搬入する）
○コース下見（カヌー班は当日）
当日（所要時間６０分１グループ）
　参加者　６組12名×２グループ

○当日の確認事項

　装備の点検
　コースの点検とレスキューポイントの確認

○実施前の説明（　　　（カヌー）・　　（安全））
（具体的なポイント整理）
・学習のポイント、プログラムの流れ（５分）
・個人装備の説明

　　装備装着　1０分（12名）　個人テント男女着替え・・（　　　）指示
・カナディアンカヌーの説明　５分
（パドリング、沈した場合の対応（ホォワイトイウォータフローポジション及びレスキューロープ））

・スタート　2名づつ　親子で乗船（2艇×3回）（30分）

　（1艇６分程度　搬送に４分）距離３００ｍ程度
まとめと発表　　　（５分）
・感想（一言づつ）

・個人装備　脱却　５分　テント

	カナディアンカヌー（手造り艇３艇＋個人艇（名前平手）1艇）
○搬入経路の確認

○装備品の数の確認

　（レスキュー2艇、乗船者　　　　　　　　　　　　）

○コースの確認

○手順の確認（現地での搬送者との段取り）

（運搬班：　　　　　　　　　　　　）
○装備品の装着の確認（ＰＦＤの装着、ヘルメットの装着、ウェットスーツの確認）

○学習のポイント

　流れのある川でのカヌーの操作

乗り方降り方の注意

エディを覚えよう。

装備を覚えよう

ホィスルを覚えよう。（ＨＥＬＬＰのみ）

親子で協働してカヌーを操作しよう。

○安全の確保

・レスキューカヌー2艇が流れのある本流へのいかないようガードする。

※百戸小学校１０：３０

・陸班（　　　　　　　　　　　　　　　）が、下流地点でレスキューロープ及び体でガードする。

また、（　　　　　）がスポッターとして上流で流れてくるものがあるどうか、皆に知らせる。


	「夏休み！親子でジャブジャブ川あそび隊」（川の自然体験教室）　　川遊び担当詳細

	実施場所
	　石狩川の川原（決定事項）
	

	詳細な学習プログラム

	導　　　　　入　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　　　　施　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふりかえり
	活動の展開・進め方の流れ
	指導のポイント・留意事項・安全上の注意事項

	
	導入⇒展開⇒まとめ⇒ふりかえり

（上記をより具体的に書き表す）

（目的：遊びを通じて川の流れの強さを学ぶ、川の安全を学ぶ、川の中の様子を見る。）

○事前準備

（打合せ事項、必要用具）
○参加申込時点で、ペットボトルの水中眼鏡の作成方法を記載した紙を渡し当日までに、製作をお願いする。（　　　　　）
○ウェットスーツ、ヘルメット、ライフジャケット　

　参加者分　（　　　　　　　）
○コース下見

当日（所要時間６０分１グループ）
　参加者　６組12名×２グループ

○当日の確認事項

　装備の点検

　コースの点検とレスキューポイントの確認

○実施前の説明（　　　　　　　　）
（具体的なポイント整理）

・学習のポイント、プログラムの流れ（５分）

・個人装備の説明

　　装備装着　1０分（12名）　個人テント男女着替え

・水中ののぞき方説明。（　　　　　　）
・浮き方説明（安全のポイント説明）・・（　　　　　　　　　）
（ホォワイトイウォータフローポジション及びレスキューロープ））

・スタート　2名づつ浮かせる。レスキュー隊と協力する。
　　　　　　水中観察は一斉に行う。（浅瀬で行う。）
　　　　　　

まとめと発表　　　（５分）
・感想（一言づつ）

・個人装備　脱却　５分　テント

	○学習エリアを定めよう。
カナディアンカヌーなどの他の学習プログラムとのエリアを区別しよう。
　
○浮く場合のエリアの川の中にストレーなどないかどうか当日川に入り確認する。（必ず行う）
○学習のポイント

　・水中観察

　　水中の様子を見よう。水中生物を見つけよう。

　・川に浮く。

　　流れのある川で流れを感じてみよう。（水圧）
浮き方を学ぼう。泳いでみよう。
エディを覚えよう。

装備を覚えよう

○安全の確保（カナディアンカヌーとのレスキューへの指示）
・カヌーをぶつからないように、また本流へ流れ出さないようにガードする。
・（　　　　　　　　　　　　　　　　）が下流地点でレスキューロープ及び体でガードする。

また、（　　　　　　　）がスポッターとして上流で流れてくるものがあるどうか、皆に知らせる。


	「夏休み！親子でジャブジャブ川あそび隊」（川の自然体験教室）　　野鳥の担当詳細

	実施場所
	　石狩川の川原（決定事項）
	

	詳細な学習プログラム

	導　　　　　入　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　　　　施　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふりかえり
	活動の展開・進め方の流れ
	指導のポイント・留意事項・安全上の注意事項

	
	導入⇒展開⇒まとめ⇒ふりかえり

（上記をより具体的に書き表す）

事前準備（前日）
　下見

　貸し出し用双眼鏡　８個（協議会2個、野鳥の会３個、森のかがく活動センター３個）

　貸し出し用　野鳥図鑑２０部　水辺の鳥（協議会）準備

（打合せ事項、必要用具）
当日（所要時間２５分）

展開（実施）

２つのグループ一緒に観察場所の特徴や鳥の生息環境などを説明します。

（２～３分）

グループごとに２つのコースに分かれて観察を開始、目視のほか双眼鏡とプロムナードを使用して鳥を見てもらい、鳥の習性や鳴き声、渡りのルートなどの説明を加える。

まとめ
鳥の大きさ、体の色や鳴き声をメモに記し、図鑑で確認する。
ふりかえり
　観察できた鳥の中から１種類、記録に残ったものの感想を述べてもらう。
まとめと発表


	（　　　　　　　）で下見を行う。
観察コース、見所などのほか安全チェック

文化振興課「森のかがく活動センター」あてに双眼鏡の借用申請書を提出ください。（担当　　　　　　）

参加者には手帳などのメモと首から下げるヒモをつけた筆記用具を持参してもらえれば、なおいいと思います。

（協議会で準備する）

	「夏休み！親子でジャブジャブ川あそび隊」（川の自然体験教室）　　自然観察　水生生物担当詳細

	実施場所
	　石狩川の川原（決定事項）
	

	詳細な学習プログラム

	導　　　　　入　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　　　　施　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふりかえり
	活動の展開・進め方の流れ
	指導のポイント・留意事項・安全上の注意事項

	
	導入⇒展開⇒まとめ⇒ふりかえり

（上記をより具体的に書き表す）

事前準備（前日）

　魚を上川まで購入しに行く。（生きた魚）・・（　　　　　　）
　ペットボトルにて捕獲用のすくいを作成する（参加者分）

　　　　　　　　　　※協議会のメンバー
（打合せ事項、必要用具）
当日（所要時間２５分）

展開（実施）

２つのグループ一緒に観察場所の特徴や鳥の生息環境などを説明します。

（２～３分）

グループごとに川の観察を行う。

　①感覚による観察（聴覚、肌、鼻）

　
②石集め

　③川の水の状態

④水生生物の観察

　　　観察の目的

　　　観察方法
まとめ

鳥の大きさ、体の色や鳴き声をメモに記し、図鑑で確認する。

捕獲後の処理

ふりかえり

　観察できた鳥の中から１種類、記録に残ったものの感想を述べてもらう。

まとめと発表


	クーラーで酸素をいれ、1時間程度で運搬し、川の科学館の水槽で保管。
（100匹）
①目をつぶって耳で川を知る

風の様子

臭い、植物の周り、水の

②形・色・変わったもの

　どこから来たか、川の流れの動き、付近の様子など

③視覚・嗅覚・触覚（汚濁、水温、その他）

　・ペットボトルに入れた水の濁り具合を水道水と比較

　・臭いを嗅いでみる。

　・きれいでも口に入れないこと

　・薬品による検査

水質の状態が水生生物で知ることができることを理解する。

なぜ川の生物を採取したり観察したりするか知る。

視覚による、捕獲による、捕獲方法を学ぶ。

　どのような場所にいるのか

　どのようにしたら捕獲できるのか

簡易捕獲用具（ペットボトル）で捕獲をしてみる

　捕獲網での捕獲（調査用）

入れ物に入れて観察（購入した生きた魚を用意する）

図鑑などをもとに調べる。（できたらスケッチ）

・・・・・・カラーコピーで資料作成。

友達の捕獲した生き物をみんなで観察

放流

　石狩川の生き物の現状を知り、自然を大切にしなければならないことを知り、捕獲した生き物を放流する。


